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一
．
は
じ
め
に

　

江
戸
後
期
の
漢
詩
結
社
の
ひ
と
つ
に
、
儒
者
市
河
寛
斎
を
盟
主
と
し
て
結
ば

れ
た
江
湖
詩
社
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
詩
壇
の
主
流
で
あ
っ
た
、
唐
詩
を
専
ら

推
重
、
ま
た
規
範
と
し
て
格
調
を
重
ん
じ
て
詩
を
作
っ
た
古
文
辞
格
調
派
に
対

し
て
、
江
湖
詩
社
は
自
身
の
真
情
を
詩
に
詠
も
う
と
す
る
清
新
性
霊
派
で
あ
り
、

主
に
宋
詩
を
推
重
、
鼓
吹
し
た
。

　
「
江
湖
」
と
は
、
世
の
中
、
あ
る
い
は
民
間
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
言
葉
で

あ
る
。「
江
湖
」
と
い
う
そ
の
名
の
通
り
、
寛
斎
の
も
と
に
集
っ
た
人
々
は
、

そ
れ
ま
で
の
文
学
（
漢
詩
）
の
主
な
担
い
手
で
あ
っ
た
儒
者
だ
け
に
限
ら
な
い

様
々
な
階
層
に
属
し
、
職
業
に
従
事
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
後
に
江
湖
詩
社

の
四
才
子
と
称
さ
れ
る
、
柏
木
如
亭
・
菊
池
五
山
・
大
窪
詩
仏
・
小
島
梅
外
の

う
ち
、
五
山
は
高
松
藩
儒
の
子
で
あ
っ
た
が
、
如
亭
は
幕
府
小
普
請
方
大
工
棟

梁
、
梅
外
は
札
差
、
詩
仏
は
医
者
の
家
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
出

自
を
持
つ
青
年
た
ち
は
、
寛
斎
の
も
と
で
そ
の
詩
才
を
大
い
に
伸
ば
し
、
当
時

の
江
戸
詩
壇
を
古
文
辞
格
調
派
か
ら
清
新
性
霊
派
へ
と
一
新
さ
せ
、
ま
た
そ
の

後
の
詩
壇
を
領
導
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

　

こ
の
江
湖
詩
社
の
四
才
子
の
後
進
に
、
宮
澤
雲
山
と
い
う
人
物
が
い
る
。
遠

山
雲
如
、
竹
内
雲
濤
と
並
ん
で
「
幕
末
の
三
雲
」
と
称
さ
れ
た
詩
人
で
あ
る
が
、

先
行
研
究
と
し
て
は
今
関
天
彭
氏
に
よ
る
伝
記
）
1
（

と
、
内
田
賢
治
氏
に
よ
る
資
料

の
紹
介
）
2
（

と
晩
年
に
つ
い
て
の
年
譜
考
証
）
3
（

が
い
く
つ
か
あ
る
程
度
で
、
こ
れ
ま
で

そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
関
氏

が
「
清
新
詩
派
の
晩
進
と
し
て
、
菊
池
五
山
・
塩
田
随
斎
等
と
の
間
に
位
置
が

あ
り
、（
中
略
）
諸
家
の
詩
集
に
よ
く
そ
の
名
を
見
る
の
で
あ
る
）
4
（

」
と
指
摘
す

る
よ
う
に
、
雲
山
は
当
時
の
漢
詩
壇
の
耆
宿
菊
池
五
山
の
後
に
連
な
る
詩
人
の

一
人
で
あ
り
、
江
戸
後
期
の
漢
詩
壇
を
考
え
る
上
で
そ
の
存
在
は
看
過
で
き
な

い
。

　

本
稿
で
は
、
雲
山
が
特
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
先
輩
詩
人
、
菊
池

五
山
・
柏
木
如
亭
に
着
目
し
つ
つ
、
雲
山
の
詩
を
読
み
解
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

宮
澤
雲
山
の
詩
に
見
る
菊
池
五
山
・
柏
木
如
亭
か
ら
の
影
響

藤
　
冨
　
史
　
花
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五
山
・
如
亭
の
詩
文
や
生
き
方
、
彼
ら
と
の
交
流
か
ら
受
け
た
影
響
が
雲
山
の

作
品
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
．
宮
澤
雲
山
と
菊
池
五
山

　

江
湖
詩
社
の
四
才
子
の
一
人
、
菊
池
五
山
は
『
五
山
堂
詩
話
』
に
よ
っ
て
一

躍
そ
の
名
を
詩
壇
に
知
ら
れ
た
。『
五
山
堂
詩
話
』
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

か
ら
一
年
に
一
巻
の
ペ
ー
ス
で
十
巻
ま
で
刊
行
を
重
ね
た
後
、
一
旦
刊
行
を
中

断
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
と
し
て
刊
行
を
再

開
し
た
。
補
遺
と
な
っ
て
か
ら
は
年
一
巻
刊
行
と
い
う
ペ
ー
ス
は
崩
れ
た
が
、

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
ま
で
に
正
編
と
補
遺
と
を
併
せ
て
全
十
五
巻
が
刊
行

さ
れ
た
。『
五
山
堂
詩
話
』
は
、
我
が
国
に
お
い
て
最
初
に
成
立
し
た
「
文
学

に
お
け
る
商
業
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
評
）
5
（

」
と
目
さ
れ
る
。「
詩
話
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
詩
に
ま
つ
わ
る
談
話
や
評
論
な
ど
を

ま
と
め
た
読
み
物
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
同
時

代
の
各
地
の
詩
人
の
詩
を
有
名
無
名
を
問
わ
ず
広
く
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
で
は
、
江
湖
詩
社
の
後
進
の
詩
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
江
湖
の
晩
進
、
才
子
極
め
て
多
し
。
其
の
尤
な
る
者
、

吾
二
人
を
録
す
。
一
は
松
則
武
、
字
は
乃
侯
。（
中
略
）
一
は
宮
澤
邦
達
、
字

は
上
侯
」
と
二
名
の
人
物
を
挙
げ
て
い
る
。

　

二
人
目
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
宮
澤
邦
達
」
な
る
人
物
が
、
宮
澤
雲

山
そ
の
人
で
あ
る
。「『
五
山
堂
詩
話
』
に
そ
の
逸
事
や
詩
篇
が
断
片
的
に
紹
介

さ
れ
る
の
み
で
伝
記
的
資
料
も
乏
し
く
、
不
明
な
点
が
多
い
）
6
（

」
と
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
墨
田
区
向
島
長
命
寺
に
現
存
す
る
「
雲
山
居
士
の
故
帋
を
瘞う
づ

む
る
の

碑
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
歴
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　

居
士
諱い
み
なは

雉
、
字
は
神
遊
、
姓
は
宮
澤
氏
、
雲
山
は
そ
の
号
。
武
州
秩

父
の
人
。
始
め
、
名
は
達
、
字
は
上
侯
、
細
庵
と
号
す
。
弱
冠
に
し
て
江

戸
に
来
た
り
、
詩
を
市
河
寛
斎
先
生
に
学
ぶ
。
詩
才
俊
抜
、
尤
も
近
体
に

長
ず
。「
細
庵
百
絶
」
を
著
し
、
芳
を
藝
林
に
発
す
。
学
成
る
の
後
、
自

ら
名
号
を
更
め
、
風
に
吟
じ
月
に
哦
し
、
情
を
邱
壑
に
放
ち
、
北
は
信
越

に
、
西
は
京
摂
に
、
跋
渉
す
る
こ
と
殆
ど
遍あ
ま
ねし

焉
。
衰
老
し
て
郷
に
帰
り
、

嘉
永
五
年
壬
子
二
月
五
日
病
ん
で
卒
す
。
年
七
十
二
。
遺
藁
若
干
巻
有
り
。

米
庵
翁 

其
の
旧も
と

詩
人
為
る
を
憐
み
、
居
士
の
故
友
門
人
と
相
ひ
謀
り
、

其
の
故
紙
を
収
め
、
諸
れ
を
墨
水
長
命
寺
に
瘞う
づ

め
、
為
に
片
石
を
建
て
題

額
を
書
し
、
余
に
属
し
て
其
の
由
を
記
せ
し
む
。
将
に
以
て
居
士
の
名
を

久
遠
に
存
せ
ん
と
す
。
誼
に
篤
し
と
謂
ふ
可
し
矣
。
嗚
呼
、
居
士
其
の
形

は
没
す
と
雖
も
、
其
の
名
は
滅
せ
ず
。
其
の
命
は
窮
す
と
雖
も
、
其
の
誉

は
永と
こ
しへ
に
終
ら
ん
や
。
江
戸 

堀
川
濟
撰
。
常
陸 

萩
原
翬
書
。（
原
漢
文
、

以
下
同
じ
）
7
（

）

　

安
西
安
周
氏
に
よ
れ
ば
、
撰
者
の
「
堀
川
濟
」
と
、
そ
の
撰
文
を
書
し
た
「
萩

原
翬
」
は
と
も
に
雲
山
の
門
人
で
あ
り
、『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
五
に
そ
の

名
前
が
見
え
る
。「
堀
川
濟
」
と
は
多
紀
家
の
考
証
派
に
属
す
る
医
家
、
堀
川
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舟
庵
で
あ
り
、
森
鷗
外
『
渋
江
抽
齋
』
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
と
い
う
）
8
（

。「
萩

原
翬
」
は
幕
末
に
書
家
と
し
て
名
を
馳
せ
、
ま
た
萩
原
乙
彦
の
厳
父
と
し
て
も

知
ら
れ
る
萩
原
秋
巌
で
あ
る
。

　

こ
の
碑
文
に
よ
れ
ば
雲
山
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
七
十
二
歳
で
没
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
数
え
年
で
逆
算
す
る
と
、
生
年
は
天
明
元
年
（
一

七
八
一
）
で
あ
る
。
弱
冠
二
十
歳
の
こ
ろ
に
江
戸
に
出
て
江
湖
詩
社
に
加
わ
り
、

寛
斎
に
詩
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

頃
と
い
う
計
算
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
数
年
し
て
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
が
刊
行

さ
れ
た
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
頃
に
は
房
総
を
放
浪
し
て
い
た
。

　

五
山
は
、
江
湖
詩
社
の
後
進
と
し
て
雲
山
（
上
侯
）
の
名
前
を
挙
げ
て
そ
の

七
絶
二
首
を
引
用
し
た
章
段
に
続
け
て
、
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

す
で
に
今
関
天
彭
氏
が
宮
澤
雲
山
の
伝
記
を
述
べ
る
中
で
「
こ
の
風
流
佳
話
が

伝
へ
ら
れ
て
、
雲
山
は
詩
人
と
し
て
位
地
が
あ
る
や
う
に
な
つ
て
来
た
）
9
（

」
と
し

て
引
用
し
て
お
り
、
周
知
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
雲
山
と
五
山
と
の
交
流
の
一

端
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
煩
を
厭
わ
ず
引
い
て
み
た
い
。

　

上
侯
、
余 

未
だ
面か
ほ

を
識し

ら
ず
。
其
の
総
中
に
在
り
し
と
き
「
書
懐
」

に
云
ふ
、

只
追
風
月
欲
狂
顚　
　
　

只
だ
風
月
を
追
ひ
て
狂
顚
せ
ん
と
欲
す

自
笑
詩
僊
又
酒
僊　
　
　

自
ら
笑
ふ 

詩
僊
は
又
た
酒
僊
な
り
と

不
用
相
逢
問
名
姓　
　
　

  

用
ゐ
ず 

相
ひ
逢
ひ
て
名
姓
を
問
ふ
こ
と

を

江
湖
社
裡
小
無
絃　
　
　

江
湖
社
裡
の
小
無
絃

　

河
米
菴 

偶
た
ま
此
の
詩
を
出
だ
し
て
示
さ
る
。之
れ
を
読
み
て
笑
倒
す
。

乃
ち
寄
与
し
て
云
ふ
、

錦
城
歌
吹
在
何
邊　
　
　

錦
城
の
歌
吹 

何
れ
の
辺
に
か
在
る

夜
雨
聞
知
已
七
年　
　
　

夜
雨 

聞
き
知
る
こ
と
已
に
七
年

今
日
風
情
休
見
擬　
　
　

今
日 

風
情 

擬
せ
ら
る
る
こ
と
を
休や

め
よ

江
湖
非
復
舊
無
絃　
　
　

江
湖 

復
た
旧
無
絃
に
非
ず

　

そ
の
や
り
と
り
の
全
体
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
雲
山
と

五
山
と
に
は
、
当
時
ま
だ
面
識
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
雲
山
が
房
総
を
流
浪

し
て
い
た
と
き
に
詠
じ
た
「
書
懐
」
と
い
う
詩
の
中
で
自
身
を
「
江
湖
社
裡
の

小
無
絃
」、
す
な
わ
ち
江
湖
詩
社
中
の
若
き
無
絃
（
無
絃
は
五
山
の
字
）
で
あ

る
と
称
し
、
五
山
の
「
風
月
を
追
ひ
て
狂
顚
せ
ん
と
欲
す
」
を
地
で
行
く
よ
う

な
、
詩
酒
風
流
に
没
頭
し
、
花
柳
界
を
舞
台
と
す
る
「
深
川
竹
枝
」
な
ど
を
物

す
る
姿
勢
を
追
尋
す
る
者
に
、
自
ら
を
擬
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

市
河
米
庵
（
河
米
菴
）
か
ら
そ
の
詩
を
示
さ
れ
た
五
山
は
詩
を
読
ん
で
笑
い

転
げ
、
詩
を
作
っ
て
雲
山
に
寄
せ
た
の
だ
と
い
う
。「
錦
城
」
は
蜀
の
成
都
の

こ
と
。
錦
官
城
と
も
い
う
。「
歌
吹
」
は
歌
を
う
た
い
、
笛
を
吹
く
こ
と
だ
が
、

歌
吹
海
と
い
え
ば
遊
興
の
巷
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
五
山
が
入
り
浸
っ
て

竹
枝
を
詠
じ
た
花
柳
の
巷
等
を
暗
示
す
る
。「
錦
城
の
歌
吹 

何
れ
の
辺
に
か
在

る
、
夜
雨 
聞
き
知
る
こ
と
已
に
七
年
」
の
二
句
は
南
宋
・
陸
游
「
冬
夜
雨
を

聴
き
戯
れ
に
作
る
二
首
其
の
二
」（『
錦
繍
段
』）
に
「
憶
在
錦
城
歌
吹
海
、
七
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年
夜
雨
不
曾
知
（
憶
ふ 

錦
城
の
歌
吹
海
に
在
り
て
、
七
年
の
夜
雨
曽
て
知
ら

ず
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
陸
游
の
詩
は
、
冬
の
夜
に
軒
端
か
ら
滴
り
落

ち
る
雨
の
音
に
耳
を
傾
け
て
そ
の
風
趣
を
味
わ
い
な
が
ら
、「
か
つ
て
役
人
勤

め
を
し
て
い
て
、
七
年
も
の
間
、
成
都
と
い
う
歌
舞
音
曲
の
賑
や
か
な
繁
華
の

巷
に
あ
っ
た
と
き
は
、
夜
の
雨
が
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
と
は
知
ら
な

か
っ
た
の
だ
」
と
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
五
山
は
こ
の
詩
句
を
「
夜
雨 

聞
き

知
る
こ
と
已
に
七
年
」
と
反
転
さ
せ
、「
私
は
も
は
や
、
か
つ
て
自
身
を
杜
牧

に
擬
し
て
い
た
頃
の
よ
う
な
遊
蕩
児
で
は
な
い
の
だ
よ
、
遊
興
の
巷
か
ら
は
遠

ざ
か
り
、
夜
の
雨
音
に
ひ
と
り
静
か
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
う

七
年
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
今
の
自
身
の
境
遇
を
、
諧
謔
を
交
え
て
伝
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
雲
山
の
五
山
に
対
す
る
過
剰
な
思
い
入
れ
と
、
た
め
に
少
し
く

現
状
か
ら
逸
脱
し
た
認
識
を
苦
笑
し
て
た
し
な
め
る
よ
う
な
形
で
、
五
山
と
雲

山
と
の
交
流
は
開
け
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
五
山
の
遊
蕩
の
様
子
は
、『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
の
次
の

よ
う
な
記
事
か
ら
窺
え
る
。
こ
れ
も
よ
く
知
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
が
改
め
て
確

認
し
た
い
。

　

余 

名
節
検
せ
ず
。
嘗
て
伊
勢
に
在
り
。
一
酒
楼
に
題
し
て
云
ふ
、

百
壺
醽
醁
碧
於
油　
　
　

百
壺
の
醽れ
い

醁り
ょ
く

油
よ
り
も
碧み
ど
りに

月
逗
樓
心
興
尚
遒　
　
　

月
は
楼
心
に
逗と
ど
まり
て
興
尚
ほ
遒つ
よ

し

粉
黛
有
縁
通
一
笑　
　
　

粉
黛 

縁え
に
しの
一
笑
を
通
ず
る
有
り

襟
懷
無
地
貯
些
愁　
　
　

襟
懐 

地
の
些
愁
を
貯
ふ
る
無
し

紅
絃
珠
唱
偏
宜
夜　
　
　

紅
絃
珠
唱 

偏
へ
に
夜
に
宜
し

風
檻
露
簾
平
浸
秋　
　
　

風
檻
露
簾 

平
ら
か
に
秋
を
浸
す

薄
倖
自
知
如
小
杜　
　
　

薄
倖
自
ら
知
る 

小
杜
の
如
き
を

直
將
此
際
做
楊
（
マ
マ
）州　

　
　

直
ち
に
此
の
際
を
将も
つ

て
楊
州
と
做
さ
ん

　

滕
粲
堂
、
遂
に
楊
（
マ
マ
）州

小
杜
の
印
を
鐫
り
て
貽お
く

ら
る
。
先
生
の
詩
中
、
仍よ

り
て
此
の
語
を
用
ゐ
る
な
り
。
後
に
海
蠖
斎
、
余
が
為
に
言
を
尽
く
す
。

此
れ
よ
り
断
然
と
し
て
、
復
た
小
杜
を
以
て
自
ら
期
せ
ず
。
印
も
亦
た
捐

て
て
用
ゐ
ず
。

　

尾
聯
は
晩
唐
・
杜
牧
の
「
懐
ひ
を
遣
る
」
に
「
十
年
一
覺
揚
州
夢
、
贏
得
靑

樓
薄
倖
名
（
十
年 

一
た
び
覚
む 

揚
州
の
夢
、
贏か

ち
得
た
り 

青
楼
薄
倖
の
名
）」

と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
の
杜
牧
の
詩
は
、
か
つ
て
揚
州
・
宣
州
と
い
っ
た
江

南
の
地
で
酒
色
に
耽
っ
た
自
身
の
青
春
を
追
懐
し
、
そ
の
「
揚
州
の
夢
」
か
ら

覚
め
て
我
に
返
っ
た
今
、
私
が
得
た
も
の
と
い
え
ば
「
青
楼
薄
倖
の
名
」
つ
ま

り
色
街
の
浮
気
者
と
い
う
空
し
い
評
判
だ
け
な
の
だ
、
と
詠
う
も
の
で
あ
る
。

伊
勢
四
日
市
に
落
魄
し
て
い
た
頃
の
五
山
は
自
身
を
そ
の
杜
牧
に
な
ぞ
ら
え
て

風
流
才
子
を
気
取
っ
て
い
た
と
い
い
、
そ
こ
で
「
滕
粲
堂
」（
中
田
粲
堂
）
は

「
楊
（
マ
マ
）州
小
杜
」
と
彫
っ
た
印
を
五
山
に
贈
っ
て
戯
れ
た
。「
先
生
の
詩
中
、
仍よ

り

て
此
の
語
を
用
ゐ
る
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
一
つ
前
の
記
事
に
師
市
河
寛

斎
が
五
山
に
贈
っ
た
詩
を
紹
介
し
、
そ
の
中
で
五
山
を
「
薄
倖
の
杜
郎
、
年
未

だ
老
い
ず
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
「
海
蠖
斎
」（
海
野
蠖
斎
。

江
湖
詩
社
の
社
友
）
に
そ
の
生
活
を
改
め
る
よ
う
説
か
れ
た
五
山
は
心
を
入
れ
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替
え
、
杜
牧
を
気
取
っ
て
酒
色
に
浸
る
生
活
を
止
め
、
贈
ら
れ
た
印
も
捨
て
た

の
だ
と
い
う
。
四
日
市
に
流
落
し
て
自
身
を
杜
牧
に
擬
し
て
い
た
五
山
に
、
雲

山
も
ま
た
自
身
を
な
ぞ
ら
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
雲
山
の
名
は
た
び
た
び
『
五
山
堂
詩
話
』
に
見
え
る
。
例
え
ば
『
五

山
堂
詩
話
』
巻
四
（
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
刊
）
に
お
い
て
、
五
山
は
「
上

侯
将
に
其
の
絶
句
を
刻
せ
ん
と
す
。
余
に
刪
定
を
求
む
。
未
だ
交
付
す
る
に
及

ば
ず
。
先
づ
為
に
幾
章
を
か
存
せ
し
む
」
と
そ
の
経
緯
を
述
べ
て
か
ら
、
雲
山

の
七
絶
四
首
を
紹
介
し
て
い
る
。
雲
山
が
五
山
に
刪
定
を
求
め
て
上
梓
し
よ
う

と
し
て
い
た
絶
句
と
い
う
の
は
『
細
庵
百
絶
』
一
巻
一
冊
（
文
化
七
年
跋
）
10
（

）
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
雲
山
は
五
山
を
慕
い
、
第
一
詩
集
を
世
に
出
す
に
当
た
っ
て

五
山
の
批
正
を
受
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
五
山
は
『
細
庵
百
絶
』
に
序
文

を
寄
せ
て
お
り
、「
嘗
て
余
が
詩
格
を
愛
し
、
自
ら
小
無
絃
と
称
す
」
と
、
そ

こ
で
も
雲
山
が
「
江
湖
社
裡
の
小
無
絃
」
と
自
称
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

言
及
し
て
い
る
。
ま
た
『
細
庵
百
絶
』
に
は
雲
山
の
門
人
宮
内
篤
が
撰
し
た
跋

文
も
付
さ
れ
て
お
り
、「
細
庵
先
生
、
吾
が
銚
子
港
に
客
た
り
。
創
め
て
詩
場

を
開
き
、
烟
波
吟
社
と
名
づ
く
。
地
方
遠
近
、
先
生
に
従
学
す
る
者
、
一
日
は

一
日
よ
り
多
し
。
頃
こ
の
ご
ろ、
篤 

佐
伯
太
咸
と
謀
つ
て
先
生
が
生
平
唫
ず
る
所
の
絶

句
一
百
首
を
鈔
し
て
梓
に
上
せ
、
以
て
世
に
公
に
す
」
と
、
そ
の
刊
行
の
経
緯

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
関
氏
は
「
雲
山
が
銚
子
に
詩
社
を
設
け
た
の
は
、
文

化
四
五
年
と
推
定
せ
ら
れ
る
。『
細
庵
百
絶
』
に
依
れ
ば
、
雲
山
は
銚
子
へ
は

三
四
度
行
き
、
そ
の
間
に
故
郷
の
秩
父
で
塾
を
開
い
た
り
、
江
戸
へ
出
て
浅
草

で
借
家
し
た
り
な
ど
し
て
を
る
が
、
銚
子
へ
詩
社
を
設
け
た
の
は
最
後
の
時
で

あ
ら
う
）
11
（

」
と
し
て
い
る
。

　
『
細
庵
百
絶
』
に
収
め
る
「
秋
暁
」
と
題
す
る
詩
に
は
、
苦
吟
す
る
詩
人
の

肖
像
が
戯
画
化
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
詩
人
の
実
際
の
姿
を
窺
わ
せ
て

興
味
深
い
。

欲
償
課
詩
前
夜
債　
　
　

課
詩 

前
夜
の
債
を
償
は
ん
と
欲
し

起
來
尋
句
曉
霜
中　
　
　

起
来 

句
を
尋
ぬ 

暁
霜
の
中う
ち

梅
花
未
綻
菊
先
老　
　
　

梅
花
未
だ
綻
び
ざ
る
に 

菊
先
づ
老
ゆ

此
際
吟
人
窮
更
窮　
　
　

此
の
際 

吟
人
の
窮 

更
に
窮
ま
る

　
「
課
詩
」
と
は
詩
を
作
る
こ
と
。「
前
夜
の
債
」
は
、
詩
を
作
る
こ
と
を
日
課

と
し
て
い
る
が
前
日
は
思
う
よ
う
に
詩
が
出
来
ず
、
前
日
に
作
る
は
ず
だ
っ
た

分
の
詩
が
「
債
」
と
な
っ
て
今
日
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
。

そ
こ
で
、
詩
中
の
人
物
は
「
暁
霜
」、
つ
ま
り
ま
だ
霜
の
降
り
て
い
る
暁
の
時

分
か
ら
庭
に
出
て
、
何
か
詩
の
題
材
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
探
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
霜
の
降
り
る
晩
秋
初
冬
の
時
分
で
あ
る
か
ら
、
詩
の
好
材
と

な
っ
て
く
れ
る
は
ず
の
梅
の
花
は
ま
だ
咲
か
な
い
し
、
秋
を
盛
り
と
咲
く
菊
も

す
で
に
末
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
梅
と
菊
と
を
出
す
の
は
、
梅
が
一

年
の
中
で
最
初
に
咲
く
花
で
あ
り
、
対
し
て
菊
が
最
後
に
咲
く
花
で
あ
る
と
い

う
意
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
に
は
「
二
十
四
番
花
信
風
」
と
い
う
考
え

が
あ
り
、
二
十
四
節
気
中
の
小
寒
か
ら
穀
雨
に
至
る
八
節
気
を
二
十
四
に
分
け
、

二
十
四
の
候
の
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
風
が
吹
く
と
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
開
く
花
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を
配
当
し
て
い
る
。
各
候
に
咲
く
花
を
知
ら
せ
る
風
を
「
花
信
風
」
と
言
っ
た
。

梅
は
小
寒
に
配
さ
れ
て
お
り
、
他
の
花
々
に
先
駆
け
て
咲
く
花
と
さ
れ
て
い
る
。

菊
に
つ
い
て
は
中
唐
・
元
稹
が
「
菊
花
」
で

秋
叢
繞
舍
似
陶
家　
　
　

秋
叢 

舎
を
繞
り
て
陶
家
に
似
た
り

遍
繞
籬
邊
日
漸
斜　
　
　

遍
く
籬
辺
を
繞
れ
ば 

日
漸
く
斜か
た
むく

不
是
花
中
偏
愛
菊　
　
　

  
是
れ 

花
中
に
偏
へ
に
菊
を
愛
す
る
に
は
あ
ら

ず

此
花
開
盡
更
無
花　
　
　

  

此
の
花
開
き
尽
く
れ
ば
更
に
花
無
き
が
た
め
な

り

と
詠
み
、
後
半
二
句
の
一
聯
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ
て
以
来
、
日
本

で
も
菊
の
花
が
枯
れ
落
ち
て
し
ま
う
と
再
び
春
が
巡
っ
て
く
る
ま
で
は
、
愛
で

る
べ
き
花
が
な
い
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
は
菊
が
枯
れ

て
し
ま
い
、
ま
だ
梅
の
咲
か
な
い
季
節
で
あ
り
、
詩
材
と
な
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
恰
好
の
景
物
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
詩
人
は
詩
を

詠
む
手
だ
て
が
な
い
と
し
て
「
此
の
際 

吟
人
の
窮 

更
に
窮
ま
る
」
と
嘆
く
の

で
あ
る
。
前
夜
の
課
詩
の
負
債
を
償
う
術
が
な
く
、
単
に
詩
が
で
き
な
い
こ
と

を
「
窮 

更
に
窮
ま
る
」
と
表
現
す
る
の
は
大
げ
さ
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

そ
の
大
仰
な
措
辞
が
、
詩
が
出
来
な
い
と
苦
し
む
自
身
の
姿
を
戯
画
化
す
る
う

え
で
滑
稽
味
を
演
出
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

結
句
は
北
宋
・
欧
陽
脩
の
「
梅
聖
兪
詩
集
序
」
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
議
論
を

も
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

予
聞
く
、
世
に
所
謂
、
詩
人
達
す
る
こ
と
少
な
く
し
て
窮
す
る
こ
と
多

し
。
夫
れ
豈
に
然
ら
ん
や
。
蓋
し
世
に
伝
は
る
所
の
詩
は
、
多
く
は
古
の

窮
人
の
辞
に
出
づ
る
な
り
。
凡
そ
士
の
其
の
有
る
所
を
薀つ

み
て
、
し
か
し

て
世
に
施
す
こ
と
を
得
ざ
る
者
は
、
多
く
は
喜こ
の

み
て
自
ら
山
嶺
水
涯
の
外

に
放
ほ
し
い
ま
まに

し
、
虫
魚
草
木
、
風
雲
鳥
獣
の
状
類
を
見
て
、
往
往
其
の
奇
怪

を
探
る
。
内
に
憂
思
感
憤
の
鬱
積
す
る
有
れ
ば
、
其
れ
怨
刺
を
興
し
て
、

以
て
羈
臣
寡
婦
の
歎
く
所
を
道い

ひ
、
人
情
の
言
ひ
難
き
を
写
す
。
蓋
し
愈

い
よ
窮
す
れ
ば
則
ち
愈
い
よ
工
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
詩
の
能
く
人
を
窮
せ

し
む
る
に
非
ず
。
殆
ん
ど
窮
す
る
者
に
し
て
後
に
工
な
る
な
り
。

　

こ
の
序
文
は
『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
巻
十
一
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
特
に

「
愈
い
よ
窮
す
れ
ば
則
ち
愈
い
よ
工
な
り
」、「
窮
す
る
者
に
し
て
後
に
工
な
る

な
り
」
と
い
う
文
句
は
名
高
く
、
人
口
に
膾
炙
し
た
）
12
（

。
そ
の
こ
と
は
、
頼
山
陽

が
『
増
評
唐
宋
八
家
文
読
本
』（
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
刊
）
に
お
い
て
「
物

は
好
む
所
に
聚
る
）
13
（

の
一
語
と
窮
す
る
者
に
し
て
後
に
工
な
る
の
類
、
皆
不
朽
の

言
な
り
。
後
人
皆
此
の
残
膏
賸
馥
を
拾
ふ
の
み
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
も
窺
え
る
。
古
来
よ
り
議
論
さ
れ
て
き
た
、
文
学
（
詩
）
と
窮
の
関
係
に
つ

い
て
の
一
つ
の
集
約
と
も
言
え
る
論
理
で
あ
り
、
ま
た
文
学
を
志
す
者
に
と
っ

て
の
激
励
の
言
葉
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
欧
陽
脩
の
言
葉
が
時
代
を

超
え
て
広
く
引
用
さ
れ
て
き
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
と
窮
、
ま
た
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詩
人
と
窮
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
室
町
時
代
に
義
堂
周
信
が
杜
甫
の

困
窮
者
像
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
で
詩
人
＝
困
窮
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
）
14
（

、「
そ
の
後
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
、
杜
甫
に
対
す

る
評
価
の
高
ま
り
が
あ
り
、
困
窮
と
詩
の
関
連
を
め
ぐ
る
議
論
は
再
び
詩
壇
の

注
目
を
集
め
は
じ
め
た
ら
し
く
、
と
く
に
清
新
性
霊
派
の
党
人
の
間
で
言
及
が

見
え
る
）
15
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
雲
山
の
詩
も
そ
の
流
れ
の
中
で
作
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

欧
陽
脩
の
「
愈
い
よ
窮
す
れ
ば
則
ち
愈
い
よ
工
な
り
」
と
い
う
言
に
従
え
ば
、

「
窮 

更
に
窮
ま
」
っ
た
詩
人
の
詩
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
工
み
な
も
の
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
雲
山
の
詩
で
は
「
課
詩 

前
夜
の
債
」（
前
の
晩
に
作
る

べ
き
で
あ
っ
た
詩
が
ま
だ
出
来
ぬ
）
と
い
う
、「
窮
」
と
い
う
状
態
が
、
ち
ょ

う
ど
今
は
梅
や
菊
と
い
っ
た
詩
の
題
材
と
な
る
景
物
が
な
い
季
節
で
あ
る
と
い

う
「
窮
」
に
よ
っ
て
「
更
に
窮
ま
」
っ
た
こ
と
で
、
詩
が
工
み
に
な
る
ど
こ
ろ

か
、
そ
も
そ
も
詩
が
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。「
窮
」
を
世
俗
的
な
経
済
的
困

窮
の
意
（
＝
「
債
」）
と
、
詩
人
と
し
て
詩
が
作
れ
ぬ
「
窮
地
」
と
の
両
義
に

解
し
て
、
そ
れ
を
生
か
し
て
い
る
の
が
「
工
」
み
な
の
で
あ
る
。
欧
陽
脩
の
言

を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
諧
謔
を
弄
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
欧
陽
脩
の
い
う
「
窮
」
と
、
雲
山
の
詩
中
の
人
物
の
「
窮
」
は

そ
も
そ
も
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
「
窮
」
は
栄
達
の
機
会
に
恵
ま

れ
ず
に
生
活
苦
に
陥
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
の
「
窮
」
は
単
に
「
前
夜
の
債
」

を
償
う
た
め
の
詩
が
で
き
ず
に
苦
し
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
雲
山

の
詩
で
は
「
窮
」
を
人
生
全
体
に
関
わ
る
も
の
か
ら
、
単
な
る
「
課
詩
」
に
つ

い
て
の
も
の
へ
と
卑
小
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
な
「
窮
」
と
い
う
語

へ
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
落
差
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
詩
の
面
白
み
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
雲
山
の
こ
の
詩
は
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
六
（
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）

刊
）
に
あ
る
次
の
よ
う
な
記
事
と
併
せ
て
読
む
と
、
当
時
の
詩
人
の
実
態
が
垣

間
見
え
て
さ
ら
に
興
味
深
い
。

　

詩
を
学
ぶ
に
二
多
有
り
。
多
読
多
作
の
謂
な
り
。
然
れ
ど
も
今
日
詩
を

読
み
て
徒
ら
に
生
奇
の
語
を
摘
し
て
作
料
に
供
せ
ん
こ
と
を
思
ひ
、
意
興

の
托
す
る
所
を
問
は
ず
、
格
律
の
在
る
所
を
省
み
ざ
る
者
有
り
。
詩
を
作

り
て
徒
ら
に
字
句
を
飣
餖
し
、
毫
も
音
節
無
く
、
烹
煉
の
功
を
用
ゐ
ず
、

琢
磨
の
益
を
求
め
ざ
る
者
有
り
。
皆
所い
は
ゆ
る謂

多
し
と
雖
も
、
亦
た
奚な
に

を
以
て

の
為
な
る
者
ぞ
。
故
に
多
読
は
精
読
に
如
か
ず
、
多
作
は
精
作
に
如
か
ざ

る
な
り
。

　

詩
は
情
の
由
つ
て
発
す
る
所
、
苟
も
興
ず
る
所
無
け
れ
ば
則
ち
一
月
作

ら
ざ
る
も
可
な
り
。
境
致
一
た
び
到
れ
ば
則
ち
一
日
に
幾
篇
を
累
ぬ
る
も

亦
た
多
き
と
為
さ
ず
。
必
ず
詩
を
以
て
課
と
為
す
が
若
き
は
、
則
ち
性
霊

を
夭よ
う

閼あ
つ

し
、
才
情
を
桎
梏
し
、
粗
率
牽
強
の
病
も
亦
た
随
つ
て
生
ぜ
ん
。

一
の
冬
烘
先
生
有
り
。
日
に
七
律
一
首
を
課
す
。
除
夕
客
至
る
。
先
生
方

に
盛
ん
に
燭
を
張
り
端
座
し
て
詩
を
思
ふ
。
客 

其
の
故
を
問
ふ
。
先
生

曰
く
、
今
年
の
詩
什
、
課
数
に
足
ら
ず
。
今
夕
償
還
し
て
以
て
勾
帳
せ
ん

と
要
す
る
の
み
。
吁あ
あ

愚
も
亦
た
甚
し
。
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多
読
多
作
批
判
か
ら
始
ま
る
こ
の
一
連
の
五
山
の
批
評
は
、
す
で
に
揖
斐
氏

が
『
五
山
堂
詩
話
』
に
お
け
る
「
批
判
と
諧
謔
」
を
示
す
も
の
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
が
）
16
（

、
改
め
て
内
容
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
「
飣
餖
」
は
、
詩
文
を
作
る
と
き
に
意
味
の
な
い
言
葉
を
並
べ
る
こ
と
の
た

と
え
。「
烹
煉
」
は
、
詩
句
を
鍛
錬
す
る
こ
と
。「
夭
閼
」
は
、
塞
ぎ
と
ど
め
る

こ
と
。「
桎
梏
」
は
、
足
か
せ
と
手
か
せ
の
こ
と
で
、
束
縛
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
粗
率
牽
強
」
は
、荒
く
て
大
ざ
っ
ぱ
で
、無
理
に
こ
じ
つ
け
て
い
る
こ
と
。「
冬

烘
」
は
、
頭
が
の
ぼ
せ
て
明
晰
で
な
い
意
（
冬
は
寒
い
は
ず
な
の
に
熱
し
て
い

る
こ
と
か
ら
）。
唐
の
鄭
薫
が
試
験
官
と
な
り
、
誤
っ
て
顔
標
を
顔
真
卿
の
後

と
な
し
て
状
元
と
し
た
の
を
時
人
が
謗
っ
た
語
（『
唐
摭
言
』
巻
八
）。
こ
こ
か

ら
転
じ
て
「
冬
烘
先
生
」
は
田
舎
の
塾
の
先
生
を
指
し
、
考
え
が
陳
腐
で
時
世

に
通
じ
な
い
人
を
譏
っ
て
い
う
。「
勾
帳
」
は
、
帳
消
し
に
す
る
こ
と
。

　
「
詩
を
学
ぶ
際
の
方
法
と
し
て
、
一
般
に
多
読
多
作
と
い
う
こ
と
を
い
う
が
、

そ
の
こ
と
で
却
っ
て
、
多
く
の
詩
を
読
ん
で
珍
し
い
語
を
探
し
出
し
、
そ
れ
を

用
い
る
こ
と
に
ば
か
り
腐
心
し
て
肝
心
の
自
身
の
感
興
や
詩
の
格
律
音
調
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
う
者
が
い
る
。
何
で
も
多
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
多
読
多
作
よ
り
も
精
読
精
作
が
肝
要
だ
」
と
し
て
、
昨
今
の
多
読
多

作
の
風
潮
を
批
判
し
て
精
読
精
作
の
重
要
性
を
説
く
）
17
（

。

　

続
い
て
「
詩
は
情
か
ら
発
し
て
詠
み
出
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
感
興
を
発

す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
一
か
月
詩
を
作
ら
な
く
て
も
よ
い
。
反
対
に
、
感
興

を
発
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
一
日
に
何
篇
の
詩
を
詠
ん
だ
と
し
て
も
多
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
も
し
日
に
何
首
詠
む
べ
し
、
と
詩
を
仕
事
の
よ
う
に
割
り
当
て

た
な
ら
ば
、
こ
こ
ろ
の
自
然
な
発
露
を
塞
ぎ
、
才
知
の
は
た
ら
き
を
束
縛
し
て

し
ま
う
し
、
荒
く
て
大
ざ
っ
ぱ
で
、
無
理
に
こ
じ
つ
け
た
詩
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
、
詩
は
自
然
な
性
情
の
動
き
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
一
般
的
な
詩

観
）
18
（

を
述
べ
た
あ
と
に
、
あ
る
寓
話
を
提
示
す
る
。「
あ
る
田
舎
の
塾
の
先
生
が

い
て
、
日
に
七
律
一
首
を
詠
む
こ
と
を
課
し
て
い
た
。
大
晦
日
の
夜
に
客
が
先

生
の
も
と
を
訪
ね
る
と
、
先
生
は
そ
の
と
き
燈
火
を
焚
き
端
座
し
て
、
詩
を
詠

も
う
と
し
て
い
た
。
客
が
そ
の
わ
け
を
訊
ね
る
と
、
先
生
は
「
今
年
作
っ
た
詩

の
数
が
、
割
り
当
て
た
数
に
満
た
な
い
の
で
、
今
晩
そ
の
分
の
詩
を
詠
ん
で
帳

消
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
と
答
え
た
」
と
い
い
、
五
山
は
そ
れ
を
「
愚

も
亦
た
甚
し
」
と
嘆
い
て
い
る
。

　

こ
の
五
山
の
記
事
と
、
雲
山
の
「
秋
暁
」
詩
を
併
せ
て
読
む
と
、
当
時
の
詩

人
の
姿
が
一
層
髣
髴
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雲
山
は
、
五
山
の
言
う
多
読

多
作
よ
り
も
精
読
精
作
に
努
め
る
べ
き
、
と
い
う
よ
う
な
一
般
論
は
も
ち
ろ
ん

承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
五
山
の
い
う
「
冬
烘
先
生
」
の
よ
う
に
、
多

読
多
作
を
旨
と
し
て
日
に
決
ま
っ
た
数
の
詩
を
詠
む
こ
と
を
課
し
、
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
興
を
催
し
た
わ
け
で
な
く
と
も
詩
を
作
る
、
と
い
う
生
真
面
目

で
は
あ
る
が
、
詩
と
は
無
縁
な
人
も
当
時
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
冬
烘
先
生
」
の
状
態
は
、
雲
山
が
自
身
の
こ
と
と
し
て
戯
画
化
し
た
「
欲

償
課
詩
前
夜
債
」
と
ぴ
っ
た
り
対
応
す
る
。
五
山
と
雲
山
と
が
共
に
詩
に
つ
い

て
論
じ
た
と
き
に
は
、
当
時
の
詩
人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
多
読
多
作
の
風
潮
に

つ
い
て
の
批
判
が
話
題
に
上
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
細
庵
百
絶
』
の
刊
行
よ
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り
も
こ
の
記
事
の
ほ
う
が
後
だ
が
、
お
そ
ら
く
雲
山
は
『
五
山
堂
詩
話
』
に
見

え
る
よ
う
に
、
多
読
多
作
に
傾
き
が
ち
な
当
時
の
詩
人
た
ち
の
詩
作
の
在
り
方

へ
の
揶
揄
と
諧
謔
を
多
分
に
含
ん
で
「
秋
暁
」
詩
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

三
．
宮
澤
雲
山
と
柏
木
如
亭

　

先
に
、
雲
山
は
江
湖
詩
社
の
詩
人
の
中
で
も
特
に
五
山
を
慕
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
同
じ
く
江
湖
詩
社
の
中
で
雲
山
が
最
も
親
し
く
交
流
し
た
の
は
梁
川

星
巌
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
関
氏
は
「
雲
山
は
星
巌
に
長
ず
る
こ
と
九
歳
、
後

に
最
も
親
し
い
間
と
な
つ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
大
沼

枕
山
の
第
一
詩
集
『
房
山
集
』（
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
刊
）
に
雲
山
が
寄

せ
た
次
の
よ
う
な
題
詞
に
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
19
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。

星
巖
是
弟
五
山
兄　
　
　

星
巌
は
是
れ
弟 

五
山
は
兄

久
訂
吟
壇
三
友
盟　
　
　

久
し
く
訂
す 

吟
壇 

三
友
の
盟

今
日
放
他
出
頭
地　
　
　

今
日 

他
に
出
頭
の
地
を
放ゆ
る

せ
ば

新
添
一
位
枕
山
生　
　
　

新
た
に
一
位
を
添
へ
ん 

枕
山
生

　

今
関
氏
は
こ
の
詩
を
引
い
て
「
雲
山
に
依
れ
ば
五
山
を
兄
と
し
星
巌
を
弟
と

し
、
自
分
は
そ
の
間
に
座
を
占
め
て
、
久
し
や
詩
壇
の
三
友
と
な
つ
て
ゐ
た
様

子
が
分
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
雲
山
と
星
巌
の
交
流
は
、
早
く
は
文
化

十
三
年
（
一
八
一
六
）
頃
、
星
巌
が
西
遊
す
る
に
際
し
て
雲
山
に
贈
っ
た
「
宮

澤
上
侯
に
別
る
」（『
星
巌
甲
集
』
巻
一
）
と
い
う
詩
に
見
え
る
。
ま
た
、
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
に
雲
山
が
京
都
遊
歴
に
出
た
際
に
は
京
都
に
寄
寓
し
て
い

た
星
巌
を
訪
ね
て
お
り
）
20
（

（「
梁
星
巌
の
鴨
東
聊
逍
遥
処
を
訪
ふ
」『
三
雲
集
』）、

そ
の
交
流
は
雲
山
の
晩
年
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

雲
山
と
最
も
親
し
か
っ
た
星
巌
が
、
そ
の
青
年
期
に
特
に
如
亭
か
ら
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
挙
げ
る
と
、
た
と
え

ば
如
亭
は
自
身
の
遺
稿
の
整
理
出
版
を
星
巌
に
託
し
て
お
り
、
そ
れ
は
『
如
亭

山
人
遺
藁
』（
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

巻
末
に
は
如
亭
が
星
巌
に
宛
て
た
手
紙
の
文
面
が
、「
梁
伯
兎
に
与
ふ
」
と
題

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
内
容
は
、
晩
唐
・
高
蟾
の
「
春
風
に
対
す
」

（『
聯
珠
詩
格
』
巻
五
）
と
い
う
題
の
七
絶
に
つ
い
て
の
解
釈
を
、
如
亭
が
星
巌

に
説
き
示
す
も
の
で
あ
る
。
如
亭
は
友
人
の
葛
西
因
是
か
ら
、
唐
詩
や
詩
論
・

詩
法
に
つ
い
て
説
か
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
身
の
そ
れ
ま
で
の
宋
詩
推

重
の
詩
論
・
詩
法
か
ら
唐
詩
推
重
へ
と
転
じ
て
い
た
が
、
星
巌
も
ま
た
因
是
や

如
亭
の
影
響
を
受
け
て
唐
詩
推
重
へ
と
転
じ
た
の
で
あ
っ
た
）
21
（

。
こ
の
よ
う
に
如

亭
は
、
詩
論
・
詩
法
の
形
成
と
い
う
、
詩
人
星
巌
の
根
幹
を
成
す
要
素
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

で
は
、
そ
の
星
巌
と
最
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
雲
山
と
、
江
湖
詩
社
の
先
輩

に
あ
た
る
如
亭
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
雲
山
が

江
湖
詩
社
に
参
加
し
た
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
頃
に
は
、
如
亭
は
す
で
に

幕
府
小
普
請
方
大
工
棟
梁
の
職
を
辞
し
て
信
州
を
遊
歴
し
て
い
た
。
そ
の
後
は



1079（232）

雲
山
も
四
方
を
放
浪
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
頃
の
二
人
の
直
接
の
交
流
を
窺
わ

せ
る
資
料
も
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。
雲
山
は
江
湖
詩
社
の
俊
才
た
る
先
輩

詩
人
、
柏
木
如
亭
の
名
前
や
そ
の
行
状
を
江
湖
詩
社
の
社
友
を
通
じ
て
し
ば
し

ば
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
互
い
に
各
地
を
遊
歴
し
て
い
る
こ
と
が
大
半

だ
っ
た
た
め
に
、
直
接
面
会
す
る
機
会
は
長
ら
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
く
は
、
如
亭
が
江
戸
に
戻
っ
た
際
に
ど
こ
か
で
対
面
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
は
、
雲
山
も
如
亭
も
江
戸
に
滞
在
し
て
お

り
、
如
亭
は
こ
の
と
き
星
巌
と
知
り
合
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
雲
山
も
こ

の
こ
ろ
に
如
亭
と
対
面
を
果
た
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
年
の
九
月
に
は
、

江
湖
詩
社
を
代
表
す
る
四
名
の
詩
人
、
市
河
寛
斎
・
柏
木
如
亭
・
大
窪
詩
仏
・

菊
池
五
山
の
七
絶
各
百
首
を
収
め
た
『
今
四
家
絶
句
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

雲
山
は
北
原
秦
里
、
星
巌
と
と
も
に
編
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
四
年
後

の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
は
如
亭
が
寄
寓
先
の
京
都
で
没
し
て
し
ま
う
の

で
、
如
亭
と
雲
山
の
交
流
は
如
亭
と
星
巌
、
あ
る
い
は
雲
山
と
星
巌
の
交
流
ほ

ど
親
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
い
く
つ
か
二
人
の
交
流
を
窺
わ
せ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
見
て
い
き
た
い
。

　

如
亭
は
、
自
身
が
編
集
し
た
詞
華
集
『
海
内
才
子
詩
』
五
巻
三
冊
（
文
政
三

年
（
一
八
二
〇
）
刊
）
に
お
い
て
雲
山
の
詩
を
五
首
採
っ
て
い
る
。『
海
内
才

子
詩
』
は
、
如
亭
が
土
御
門
安
倍
菊
坡
に
委
嘱
さ
れ
て
編
ん
だ
「
当
時
の
三
都

の
詩
人
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
の
目
ぼ
し
い
詩
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
）
22
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」

を
網
羅
し
た
詞
華
集
と
な
っ
て
い
る
。「
京
都
之
部
」「
江
戸
之
部
」「
大
坂
之

部
」「
各
国
之
部
」「
羽
流
淄
流
之
部
」「
閨
秀
之
部
」
の
六
部
に
分
か
れ
て
詩

人
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
雲
山
は
「
江
戸
之
部
」
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
採

ら
れ
た
雲
山
の
詩
五
首
の
題
だ
け
を
挙
げ
る
と
「
蘆
花
被
」、「
温
柔
郷
」、「
信

山
の
客
舎
」、「
壁
に
題
す
」、「
信
山
三
月
二
十
五
日
の
雪
」
で
あ
り
、
概
ね
雲

山
が
信
州
に
遊
ん
だ
と
き
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
雲
山
の
信
州
遊
歴
の
時
期
に

つ
い
て
は
、『
五
山
堂
詩
話
』
巻
六
（
文
化
九
年
刊
）
に
「
上
侯 

信
中
に
遊
び
」

と
見
え
る
の
で
、
文
化
八
年
頃
か
。
ま
た
『
海
内
才
子
詩
』
は
、
刊
行
さ
れ
た

の
は
文
政
三
年
だ
が
、「
文
化
九
年
頃
に
は
だ
い
た
い
の
編
集
を
終
え
て
、
す

で
に
版
木
に
彫
ら
れ
て
も
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
如
亭
が
絶
え
ず
四
方
に
遊
歴

し
て
、
京
都
に
在
る
日
が
少
く
、
そ
れ
を
校
訂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に

歳
月
が
流
れ
、
つ
い
に
文
政
二
年
に
如
亭
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
に
、
や
む

を
得
ず
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
編
集
の
補
佐
を
し
て
い
た
安
倍
家
の
塾
の
都
講
鈴

木
竹
坡
が
そ
の
仕
事
を
う
け
つ
い
だ
）
23
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」
と
い
う
事
情
が
あ
り
、『
海
内
才
子
詩
』

編
集
の
時
期
と
雲
山
の
信
州
遊
歴
の
時
期
は
合
致
す
る
。
雲
山
の
文
化
八
、
九

年
当
時
の
詠
作
を
、
如
亭
は
江
湖
詩
社
の
社
友
の
誰
か
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の

か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
海
内
才
子
詩
』
に
見
え
る
雲
山
の
詩
は
、『
五
山
堂
詩
話
』
や
、
雲
山
の
刊

行
さ
れ
た
他
の
詩
集
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
中
の
七
律
「
温
柔
郷
」
は
、
題
の

通
り
遊
里
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
が
、
酒
色
に
耽
っ
た
と
思
し
い
青
年
期
の
雲
山

の
行
跡
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
の
で
、
次
に
引
く
。

不
曉
天
寛
好
放
遊　
　
　

不
暁
天 

寛
く
し
て 

好
し 

放
ほ
し
い
ま
まに
遊
ぶ
に

老
烏
何
必
向
糟
邱　
　
　

老
烏 

何
ぞ
必
ず
し
も
糟
邱
に
向
は
ん



宮
澤
雲
山
の
詩
に
見
る
菊
池
五
山
・
柏
木
如
亭
か
ら
の
影
響
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人
迷
桃
李
花
開
日　
　
　

人
は
迷
ふ 

桃
李 

花
開
く
の
日

誰
信
梧
桐
葉
落
秋　
　
　

誰
か
信
ぜ
ん 

梧
桐 

葉
落
つ
る
の
秋

一
片
嬌
雲
生
枕
上　
　
　

一
片
の
嬌
雲 

枕
上
に
生
じ

五
更
殢
雨
散
床
頭　
　
　

五
更
の
殢
雨 

床
頭
に
散
ず

多
情
小
杜
今
安
在　
　
　

多
情
の
小
杜 

今
安い
づ

く
に
か
在
る

喚
起
渠
濃
（
マ
マ
）欲

贈
侯　
　
　

渠
濃
を
喚
び
起
し
て
侯
を
贈
ら
ん
と
欲
す

　
「
不
暁
天
」
は
、
夜
の
明
け
な
い
空
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
夜
通
し
宴
が

続
く
遊
廓
の
比
喩
。
如
亭
の
「
吉
原
詞
」
其
の
六
（『
詩
本
草
』）
に
「
王

孫 

百
万 

纏
頭
の
費
え
、
買
ひ
得
た
り 
東
風
の
不
暁
天
」
と
あ
る
。「
老
烏
」

は
、
こ
こ
で
は
雲
山
自
身
を
指
す
か
。「
糟
邱
」
は
、
酒
の
糟か
す

で
で
き
た
丘
。

夏
の
桀
王
が
飲
酒
に
耽
り
、
そ
の
酒
糟
は
丘
の
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
転
じ
て
飲
酒
に
耽
る
こ
と
の
喩
え
（『
韓
詩
外
伝
』
巻
四
）。
第
三
句

は
陶
淵
明
『
桃
花
源
記
』
を
踏
ま
え
る
が
、
こ
こ
で
は
遊
里
の
比
喩
。
第
五
、

六
句
に
見
え
る
「
雲
」
と
「
雨
」
と
は
、
楚
の
懐
王
が
高
唐
に
遊
ん
だ
際
に
、

昼
寝
の
夢
の
中
で
巫
山
の
神
女
と
契
り
、
神
女
が
去
る
に
臨
ん
で
「
旦
に
は
朝

雲
と
な
り
、
暮
れ
に
は
行
雨
と
な
る
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ
た
と
い
う
「
巫
山

の
雲
雨
」
の
故
事
（
戦
国
楚
・
宋
玉
「
高
唐
賦
」）
を
踏
ま
え
て
、
男
女
の
情

事
を
暗
示
す
る
。「
殢
雨
」
は
「
殢
雲
尤
雨
」
の
略
で
、
こ
れ
も
男
女
の
纏
綿

た
る
歓
愛
、
男
女
の
情
交
の
比
喩
。「
尤
」「
殢
」
は
ま
と
わ
り
つ
く
こ
と
。「
多

情
の
小
杜
」
は
、
晩
唐
の
詩
人
、
杜
牧
の
こ
と
。
第
一
節
で
も
触
れ
た
、
杜
牧

の
「
懐
ひ
を
遣
る
」
に
「
十
年
一
覺
揚
州
夢
、
贏
得
靑
樓
薄
倖
名
（
十
年 

一

た
び
覚
む 

揚
州
の
夢
、
贏
ち
得
た
り 

青
楼
薄
倖
の
名
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま

え
る
。「
多
情
」
も
「
薄
倖
」
も
、
浮
気
な
こ
と
。「
渠
濃
」
は
「
渠か

れ儂
」
の
誤

り
か
。
と
す
れ
ば
、
三
人
称
代
名
詞
で
、
こ
こ
で
は
冥
界
の
杜
牧
を
指
す
。
杜

牧
に
関
し
て
は
次
の
逸
事
が
よ
く
知
ら
れ
る
。「
杜
牧
は
宣
州
の
幕
中
に
い
た

若
い
こ
ろ
、
湖
州
（
浙
江
省
）
に
遊
び
、
十
余
歳
の
美
少
女
を
見
か
け
て
、
そ

の
母
親
に
会
い
、
結
納
金
を
渡
し
て
約
束
し
た
。「
私
は
十
年
も
経
た
な
い
う

ち
に
、
こ
こ
の
長
官
（
刺
史
）
と
な
る
。
も
し
十
年
た
っ
て
も
来
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
他
人
に
嫁
が
せ
て
よ
い
」
と
。
そ
の
後
、
諸
州
の
長
官
を
歴
任
し
、
よ

う
や
く
湖
州
刺
史
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
十
四
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
約

束
の
娘
は
三
年
前
に
嫁
ぎ
、三
人
の
子
を
生
ん
で
い
た
）
24
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」。そ
こ
で
「
花
を
歎
く
」

詩
を
詠
ん
で
、そ
の
こ
と
を
傷
ん
だ
と
い
う
（『
太
平
広
記
』
二
七
三
所
引
、『
唐

闕
史
』）。
尾
聯
の
意
味
は
、
こ
の
逸
事
を
踏
ま
え
て
、「
千
年
近
く
昔
の
こ
と

だ
か
ら
、
杜
牧
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
杜
牧
は
「
侯
」
に
な
る
の

が
遅
く
て
、意
中
の
少
女
を
他
人
に
と
ら
れ
た
が
、私
は
あ
の
風
流
才
子
に
「
侯

爵
」
を
贈
っ
て
、
十
年
の
期
限
よ
り
前
に
少
女
を
娶
ら
せ
て
や
り
た
い
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
平
生
貧
に
苦
し
ん
で
い
た
雲
山
が
、

時
に
意
に
か
な
っ
た
妓
女
を
相
手
に
散
財
し
て
も
、
身
請
け
す
る
こ
と
な
ど
は

見
果
て
ぬ
夢
で
あ
っ
た
と
い
う
実
情
へ
の
歎
き
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
せ
め
て

自
分
の
理
想
と
す
る
杜
牧
さ
ん
に
は
そ
の
夢
を
叶
え
た
存
在
で
あ
っ
て
欲
し

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

詩
の
全
体
は
、「
夜
通
し
賑
や
か
に
宴
の
続
く
遊
郭
で
思
う
存
分
遊
ぼ
う
で

は
な
い
か
、
必
ず
し
も
お
酒
を
飲
ま
な
く
た
っ
て
い
い
。
廓
の
中
は
桃
李
の
花
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が
咲
く
桃
源
郷
の
春
の
よ
う
に
華
や
か
で
暖
か
く
、
外
は
梧
桐
の
葉
が
落
ち
る

秋
だ
と
は
一
体
誰
が
信
じ
る
だ
ろ
う
か
。
遊
女
と
一
晩
枕
を
交
わ
す
が
、
そ
の

歓
情
も
朝
方
に
な
れ
ば
雲
雨
の
ご
と
く
消
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
せ
め
て
冥
界

の
杜
牧
を
呼
び
起
こ
し
、
あ
の
多
情
の
風
流
才
子
に
「
侯
爵
」
を
贈
っ
て
、
十

年
の
期
限
よ
り
前
に
少
女
を
娶
ら
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
意
味
に
な

ろ
う
か
。

　

こ
の
詩
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
雲
山
に
も
如
亭
と
同
じ
く
烟
花
の
癖
が
あ
っ

た
と
思
し
い
。「
妓
に
寄
す
」（『
細
庵
百
絶
』）
な
ど
、
遊
女
に
寄
せ
る
纏
綿
た

る
情
緒
を
詠
じ
た
詩
も
し
ば
し
ば
見
出
せ
る
。

　

こ
の
詩
を
『
海
内
才
子
詩
』
に
採
っ
た
如
亭
も
ま
た
、「
吉
原
詞
」
と
題
す

る
連
作
の
竹
枝
詞
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
吉
原
の
風
景
や
遊
女
の
一

生
を
哀
歓
織
り
交
ぜ
て
描
き
、
吉
原
で
遊
蕩
に
耽
っ
た
自
身
の
経
験
を
錦
絵
の

如
く
鮮
や
か
な
詩
世
界
に
結
実
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
如
亭
は
「
ゆ
く

所
と
し
て
色
を
も
つ
て
あ
や
ま
ら
ざ
る
は
な
し
」（『
間
叟
雑
録
』）
と
評
さ
れ

る
ほ
ど
の
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
で
あ
っ
た
。
遊
女
と
の
交
情
を
詠
ん
だ
雲
山
の
こ
の

詩
を
見
た
如
亭
は
、
自
分
と
相
通
ず
る
も
の
を
感
じ
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
編
集

し
て
い
た
『
海
内
才
子
詩
』
に
採
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
と
思
わ
さ
れ
る
。

　

先
に
、
雲
山
は
秦
里
・
星
巌
と
共
に
『
今
四
家
絶
句
』
の
編
集
に
与
っ
た
こ

と
を
述
べ
た
が
、
他
に
も
如
亭
の
詩
を
収
め
る
詩
集
の
刊
行
に
携
わ
っ
て
い
る
。

『
崑
岡
炎
餘
』（
文
政
九
年
（
一
八
二
八
）
刊
）
25
（

）
で
あ
る
。
市
河
寛
斎
の
「
北
里

歌
」
十
一
首
と
そ
の
補
遺
五
首
、
如
亭
の
「
吉
原
詞
」
二
十
三
首
、
五
山
の
「
続

吉
原
詞
」
六
首
を
収
め
た
も
の
で
、
雲
山
は
中
村
仏
庵
と
共
に
校
訂
者
と
し
て

名
前
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
雲
山
は
、
五
山
の
「
続
吉
原
詞
」
に
識
語
を
付
し

て
い
る
。「
五
山
翁
の
続
吉
原
詞
、
句
句
巧
緻
に
し
て
言
言
実
際
な
り
。
河
柏

二
翁
も
亦
た
将
に
袵
を
斂
め
ん
と
す
」
と
評
し
て
、「
河
柏
二
翁
」
す
な
わ
ち

寛
斎
と
如
亭
も
、「
袵
を
斂
め
」
る
、
つ
ま
り
え
り
を
正
し
て
敬
意
を
表
す
る

だ
ろ
う
、
と
五
山
を
称
揚
す
る
が
、
雲
山
は
こ
れ
ら
一
連
の
竹
枝
詞
の
流
れ
を

汲
ん
で
、
自
身
も
「
銚
子
竹
枝
詞
」（『
細
庵
百
絶
』）
な
ど
を
詠
じ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
如
亭
と
雲
山
が
直
接
互
い
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
と
見

做
す
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
他
に
も
雲
山
に
は
如
亭
を
意
識

し
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
詩
が
あ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
ら
を
見
て
い
き
た
い
。

　

雲
山
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
六
十
七
歳
の
と
き
に
剃
髪
し
、
そ
の
感

慨
を
次
の
よ
う
な
詩
に
詠
ん
で
い
る
。

新
卸
儒
巾
頭
似
氷　
　
　

新
た
に
儒
巾
を
卸
し
て
頭
は
氷
に
似
た
り

天
公
還
我
水
雲
僧　
　
　

天
公 

我
を
還
す 

水
雲
僧

三
歸
五
戒
皆
依
了　
　
　

三
帰
五
戒 

皆
な
依
了
す

貪
酒
一
条
唯
不
能　
　
　

貪
酒
の
一
条 

唯
だ
能
は
ず

 

（「
剃
髪
」『
湖
山
樓
詩
屏
風
』
第
二
集
）

　
「
三
帰
五
戒
」
は
仏
教
語
で
、「
三
帰
」
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る

こ
と
。「
五
戒
」
は
在
家
の
守
る
べ
き
五
種
の
禁
戒
で
、
不
殺
生
・
不
偸
盗
・

不
邪
淫
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
の
こ
と
を
言
う
。「
依
了
」
は
承
知
す
る
、
同
意
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す
る
と
い
う
意
味
の
口
語
的
表
現
。「
剃
髪
し
て
僧
み
た
よ
う
な
形な
り

に
な
り
、

「
三
帰
五
戒
」
の
仏
教
の
教
え
は
皆
な
承
知
し
た
が
、
酒
を
飲
ま
な
い
と
い
う

禁
戒
だ
け
は
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
諧
謔
を
弄
す
る
。

　
『
湖
山
樓
詩
屏
風
』
第
二
集
（
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
刊
）（
以
下
、『
詩

屏
風
』）
の
評
に
は
「
三
四
、
水
滸
伝
よ
り
来
る
。
是
れ
老
人
得
意
の
処
な
り
」

と
あ
り
、
転
結
句
が
『
水
滸
伝
』「
趙
員
外 

重
ね
て
文
殊
院
を
修
め
、
魯
智

深 

大
い
に
五
台
山
を
鬧さ
わ

が
す
」
の
、
剃
髪
得
度
し
た
魯
智
深
（
花
和
尚
）
が
、

五
台
山
の
長
老
の
智
真
に
三
帰
五
戒
を
授
け
ら
れ
、
更
に
趙
員
外
か
ら
も
わ
が

身
を
省
み
て
自
重
す
る
よ
う
に
と
言
い
含
め
ら
れ
て
「
都
依
了
（
す
べ
て
承
知

し
て
お
り
ま
す
）」
と
答
え
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
度
も
不
飲
酒
戒
を
破
り

泥
酔
し
て
寺
に
帰
り
大
暴
れ
し
た
為
、
破
門
さ
れ
た
件く
だ
りを

踏
ま
え
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
雲
山
も
魯
智
深
に
劣
ら
ぬ
相
当
な
酒
好
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
ば

し
ば
酒
を
詩
に
詠
じ
て
お
り
、「
酔
帰
顛
躓
し
て
二
歯
を
折
り
戯
れ
に
作
る
」

（『
三
雲
集
』）
な
ど
と
い
う
詩
も
あ
る
。

　
『
詩
屏
風
』
の
雲
山
小
伝
に
は
「
餘
事
に
能
く
稗
史
小
説
を
読
む
。
方
言
俚

語
の
人
の
解
す
る
あ
た
は
ざ
る
者
、
老
人
之
を
釈
し
、
了
了
と
し
て
能
く
人
を

し
て
解
頤
せ
し
む
。
又
た
一
長
伎
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
「
稗
史
小
説
」
の
素

養
が
詩
作
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
詩
で
あ
る
。
雲
山
は
支
那

小
説
を
講
じ
、
月
琴
を
も
善
く
弾
じ
た
が
、
今
関
天
彭
氏
に
よ
れ
ば
支
那
小
説

も
月
琴
も
遠
山
荷
塘
に
教
え
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
）
26
（

。

　

今
関
氏
は
こ
の
詩
を
引
い
て
「
柏
木
如
亭
の
前
踪
を
追
い
て
か
雲
山
も
ま
た

剃
髪
し
た
）
27
（

」
と
言
っ
て
い
る
が
、
雲
山
が
剃
髪
し
た
時
に
作
っ
た
詩
は
こ
の
詩

の
ほ
か
に
も
う
一
首
確
認
さ
れ
る
。
雲
山
の
自
筆
詩
稿
と
見
ら
れ
る
『
雲
山
居

詩
抄
）
28
（

』（
国
文
学
資
料
館
蔵
、
ナ
８
︲
３
９
３
）
に
「
薙
髪
」
の
題
で
七
絶
二

首
が
収
録
さ
れ
、
其
の
一
は
『
詩
屏
風
』
に
採
録
さ
れ
る
が
や
や
字
句
に
異
同

が
あ
り
、
転
句
を
「
略
依
了
」、
結
句
を
「
一
條
」
に
作
る
。
次
に
示
す
其
の

二
は
刊
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

無
用
衰
翁
是
散
樗　
　
　

無
用
の
衰
翁 

是
れ
散
樗

薙
除
頭
髪
野
僧
如　
　
　

頭
髪
を
薙そ

り
除
き
て
野
僧
の
如
し
）
29
（

鬅
鬙
且
免
梳
霜
累　
　
　

鬅ほ
う

鬙そ
う 

且し
ば
らく

免
る 

霜
を
梳
る
の
累
わ
づ
ら
ひを

遮
莫
人
呼
作
禿
驢　
　
　

遮
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ莫 

人
の
呼
び
て
禿
驢
と
作な

す
に

　
「
散
樗
」
は
「
散
木
」
と
「
樗
櫟
」
の
こ
と
で
、
役
に
立
た
な
い
も
の
、
無

能
の
人
物
を
指
す
（『
荘
子
』
逍
遥
遊
、
人
間
世
）。「
鬅
鬙
」
は
、
頭
髪
の
乱

れ
た
様
。「
梳
霜
」
は
白
髪
を
梳
る
こ
と
。「
霜
」
は
霜
の
よ
う
な
白
髪
の
た
と

え
。「
禿
驢
」
は
、
禿
坊
主
の
こ
と
。
僧
を
罵
っ
て
い
う
。「
老
い
衰
え
た
私
は
、

散
木
樗
櫟
の
よ
う
に
役
に
立
た
な
い
無
用
の
存
在
だ
。
頭
髪
を
す
っ
か
り
剃
っ

て
田
舎
の
僧
の
よ
う
な
形な
り

に
な
っ
た
の
で
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
白
髪
頭
を
梳
る
面
倒

も
な
く
な
っ
た
。
人
が
私
を
禿
坊
主
と
呼
ぶ
の
も
好
き
に
さ
せ
て
お
こ
う
」
と
、

諧
謔
を
交
え
、
老
境
に
到
っ
て
髪
を
下
ろ
し
た
自
身
の
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
。

雲
山
は
こ
の
詩
を
作
る
際
に
、
如
亭
の
あ
る
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
関
氏
が
「
柏
木
如
亭
の
前
踪
」
と
い
う
よ
う
に
、
如
亭
も
享
和
二
年
（
一

八
〇
二
）
に
剃
髪
し
て
い
る
が
、
そ
の
感
慨
を
詩
に
作
っ
た
「
壬
戌
除
夕
、
髪
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を
下
し
て
戯
れ
に
題
す
」（『
如
亭
山
人
藁
初
集
』）
と
題
す
る
七
律
が
そ
れ
で

あ
る
。頭

髪
除
來
恰
歳
除　
　
　

頭
髪 

除
き
来
つ
て
恰
も
歳
除
く

明
朝
且
喜
不
須
梳　
　
　

明
朝
且し
ば
らく

喜
ぶ 

梳く
し
け
ずる

こ
と
を
須も
ち

ゐ
ざ
る
を

腰
間
欠
久
新
磨
剣　
　
　

腰
間 

欠
く
こ
と
久
し 

新
磨
の
剣

簏
底
焚
空
舊
妓
書　
　
　

簏
底 

焚
き
て
空
し
う
す 

旧
妓
の
書

守
歳
燈
寒
遊
子
様　
　
　

歳
を
守
る
燈
は
寒
し 

遊
子
の
様

迎
春
羹
冷
野
僧
如　
　
　

 

春
を
迎
ふ
る
羹
は
冷
や
か
に
し
て 

野
僧
の
如
し

胸
前
俠
気
初
銷
盡　
　
　

胸
前
の
侠
気 
初
め
て
銷
し
尽
く
し

從
客
罵
來
呼
禿
驢　
　
　

従ま
か

す 

客
の
罵
り
来
つ
て
禿
驢
と
呼
ぶ
に

　

題
に
あ
る
「
除
夕
」
と
は
大
晦
日
の
夜
、
除
夜
の
こ
と
。「
簏
底
」
は
竹
で

編
ん
だ
箱
の
底
。「
歳
を
守
る
」
と
は
、
大
晦
日
の
夜
に
眠
ら
な
い
で
夜
明
か

し
す
る
こ
と
。「
春
を
迎
ふ
る
羹
」
は
、
正
月
の
雑
煮
。

　

自
身
が
髪
を
「
除
」
い
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
く
し
て
旧
歳
も
「
除
」
い
た
、

と
戯
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
雲
山
の
「
秋
暁
」
結
句
の
「
窮
更
窮
」
の
よ
う
な
、

同
字
反
復
し
、
各
字
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
と
い
う
修
辞
は
、
如
亭
得
意

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
尾
聯
で
は
「
胸
前
の
侠
気 

初
め
て
銷
し
尽

く
し
」、
つ
ま
り
胸
中
の
男
気
が
、
剃
髪
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
消
え
失
せ
た
、

だ
か
ら
客
が
禿
坊
主
と
呼
ん
で
も
放
っ
て
お
こ
う
、
と
諧
謔
を
弄
し
な
が
ら
も
、

自
分
が
も
う
若
く
な
い
こ
と
を
静
か
に
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
亭
は
こ

の
と
き
四
十
歳
、
老
境
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

如
亭
の
詩
に
「
且
く
喜
ぶ 

梳
る
こ
と
を
須
ゐ
ざ
る
を
」
と
あ
る
が
、
雲
山

も
「
鬅
鬙 

且
く
免
る 

梳
霜
の
累
を
」
と
詠
ん
で
、
同
じ
く
頭
髪
を
梳
る
面
倒

が
な
い
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
、
雲
山
の
詩
の
結
句
「
遮
莫 

人
の
呼
び

て
禿
驢
と
作
す
に
」
は
、
如
亭
の
詩
の
「
従
す 

客
の
罵
り
来
つ
て
禿
驢
と
呼

ぶ
に
」
と
い
う
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
雲
山
は
、

如
亭
の
詩
に
見
え
る
「
野
僧
如
」「
禿
驢
」
の
語
を
意
識
的
に
押
韻
の
箇
所
に

用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
雲
山
の
詩
は
如
亭
の
詩
と
同

じ
上
平
声
六
魚
の
韻
と
な
っ
て
い
る
。
絶
句
と
律
詩
と
い
う
形
式
の
違
い
は
あ

る
が
、
雲
山
の
意
識
と
し
て
は
如
亭
の
詩
に
次
韻
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
今
関
氏
の
言
う
よ
う
に
「
柏
木
如
亭
の
前
踪
を
追
」
っ
て
雲
山
が
剃

髪
し
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
詩
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
と
き
の

雲
山
の
胸
に
如
亭
の
剃
髪
の
事
跡
が
去
来
し
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
、
雲
山
は
剃
髪
し
た
翌
年
の
嘉
永
元
年
に
は
京
都
に
遊
歴
し
、
如
亭
の

墓
の
苔
を
掃
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
「
如
亭
翁
墓
」（『
三
雲
集
』）
と
い
う

七
絶
を
詠
じ
た
）
30
（

。

埋
骨
東
山
四
十
秋　
　
　

骨
を
東
山
に
埋
む 

四
十
秋

江
湖
當
日
擅
風
流　
　
　

江
湖 

当
日 

風
流
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
す

一
言
來
告
公
應
笑　
　
　

一
言 

来
た
り
告
ぐ 

公 

応
に
笑
ふ
な
る
べ
し

白
面
郎
今
雪
滿
頭　
　
　

白
面
の
郎 

今 

雪 

頭
に
満
つ
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「
骨
を
東
山
に
埋
む
」
は
、
如
亭
が
京
都
の
東
山
永
観
堂
に
埋
骨
さ
れ
た
こ

と
を
い
う
。
如
亭
が
亡
く
な
っ
た
の
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
で
あ
り
、
実

際
は
約
三
十
年
前
の
こ
と
だ
が
、「
四
十
秋
」
と
し
て
い
る
の
は
あ
る
い
は
雲

山
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
か
。「
江
湖
」
は
世
間
、
世
の
中
の
意
と
と
も
に
、

如
亭
と
雲
山
が
参
加
し
た
江
湖
詩
社
の
意
も
含
む
で
あ
ろ
う
。「
公
」
は
、
こ

こ
で
は
如
亭
へ
の
敬
称
。「
白
面
の
郎
」
は
、
年
少
で
経
験
を
積
ん
で
い
な
い

青
年
。
こ
こ
で
は
若
き
日
の
雲
山
を
指
す
。
こ
の
語
に
よ
れ
ば
、
雲
山
と
如
亭

は
雲
山
が
青
年
の
頃
に
面
識
を
通
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
雪 

頭
に
満
つ
」

は
、
雲
山
の
白
髪
頭
の
た
と
え
。

　
「
如
亭
翁
、あ
な
た
が
こ
こ
東
山
に
埋
骨
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
の
歳
月
が
流
れ
、

あ
な
た
や
他
の
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
が
風
流
韻
事
を
事
と
し
て
世
間
で
思
う

ま
ま
に
振
舞
っ
て
い
た
の
も
、
遠
い
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

が
訪
ね
て
き
た
こ
と
を
告
げ
た
ら
、
あ
な
た
は
き
っ
と
笑
う
で
し
ょ
う
ね
。
か

つ
て
は
生
白
い
顔
の
青
二
才
だ
っ
た
私
が
、
今
や
白
髪
頭
の
老
い
ぼ
れ
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
」
と
、
如
亭
や
他
の
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
が
健
在
だ
っ

た
昔
を
懐
か
し
み
、
か
つ
て
若
造
だ
っ
た
私
も
顔
で
は
な
く
頭
が
白
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
諧
謔
を
弄
し
な
が
ら
も
、
老
い
の
感
慨
を
滲
ま
せ
て
い
る
。
そ

の
親
し
気
な
詠
み
ぶ
り
に
は
、
雲
山
か
ら
如
亭
へ
の
敬
愛
の
念
が
表
れ
て
い
る
。

四
．
結
　
び

　

こ
こ
ま
で
、
五
山
や
如
亭
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
雲
山
の
詩
を
い
く
つ
か

見
て
き
た
。
雲
山
は
五
山
に
自
身
を
擬
え
、
そ
れ
を
詩
に
詠
ん
で
い
た
。
ま
た
、

当
時
の
人
々
の
詩
作
が
多
読
多
作
に
傾
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
批
判
的
な

姿
勢
を
雲
山
と
五
山
が
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
詩
も
確
認
し
た
。
雲

山
は
江
湖
詩
社
の
中
で
も
特
に
五
山
を
慕
い
、
親
し
く
交
流
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　

一
方
、
雲
山
と
如
亭
に
つ
い
て
は
、
二
、
三
の
詩
作
を
除
け
ば
そ
の
交
流
の

実
態
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
資
料
を
見
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
江
湖
詩
社
の
先
輩

後
輩
で
あ
る
二
人
の
交
流
は
、
同
じ
く
先
輩
後
輩
の
関
係
で
あ
る
五
山
と
雲
山
、

あ
る
い
は
如
亭
と
星
巌
ほ
ど
は
親
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
剃
髪
の
事
跡
や
如
亭
墓
の
掃
苔
な
ど
、
雲
山
は
し
ば
し
ば
如
亭
を
面

識
の
あ
っ
た
人
と
し
て
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
雲
山
の

行
状
は
「
風
に
吟
じ
月
に
哦
し
、
情
を
邱
壑
に
放
ち
、
北
は
信
越
に
、
西
は
京

摂
に
、
跋
渉
す
る
こ
と
殆
ど
遍
し
」（
前
掲
「
雲
山
居
士
の
故
帋
を
瘞
む
る
の

碑
」）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
足
跡
は
「
山
人 

四
方
に
客
遊
す
。
其
の

迹
多
く
は
信
濃
越
後
に
在
り
、
或
い
は
伊
勢
駿
河
に
在
り
、
又
た
平
安
備
中
の

間
に
在
り
。
其
の
北
に
在
る
や
忽
ち
又
た
南
に
在
り
」（
葛
西
因
是
撰
「
柏
山

人
碑
」）
と
評
さ
れ
た
、
如
亭
の
漂
泊
流
浪
の
様
と
重
な
る
。
江
湖
詩
社
の
先

輩
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
身
と
同
じ
く
烟
花
の
癖
を
有
し
、
ま
た
遊
歴
を
事
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と
し
四
方
に
漂
泊
し
て
旅
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
流
浪
の
詩
人
如
亭
の
姿
を
、

雲
山
は
自
身
に
近
し
い
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
姿
と
重
ね
な
が

ら
折
に
触
れ
て
思
い
返
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
雲
山
の
詩
を
五
山
、
如
亭
か
ら
の
影
響
と
い
う
側
面
か
ら
見
た

が
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
雲
山
の
詩
の
性
格
の
一
端
を
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

雲
山
の
詩
全
体
や
、
他
の
側
面
か
ら
の
考
察
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

注

（
1
）　

今
関
天
彭
「
宮
沢
雲
山
の
生
涯
」（『
雅
友
』
五
十
七
号
、
一
九
六
二
年
六
月
に
初
出
、

『
江
戸
詩
人
評
伝
集 

一
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
再
録
。
本
稿
で
は
後
者
を
参
照
）。

（
2
）　

内
田
賢
治
「
宮
澤
雲
山
詩
稿
『
雲
山
居
詩
抄
』
に
つ
い
て
」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十

三
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）、「
宮
澤
雲
山
逸
事
」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
八
号
、
二
〇

一
一
年
二
月
）。

（
3
）　

内
田
賢
治
「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
一
）」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
〇
九

年
九
月
）、「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
二
）」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
〇
年

二
月
）。

（
4
）　

注（
1
）に
同
じ
。

（
5
）　

揖
斐
高
『
江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
十
頁
。

（
6
）　

内
田
賢
治
「
宮
澤
雲
山
詩
稿
『
雲
山
居
詩
抄
』
に
つ
い
て
」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十

三
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）。

（
7
）　

引
用
は
長
命
寺
に
現
存
す
る
石
碑
に
よ
っ
た
。
訓
読
は
安
西
安
周
「
医
人
と
文

人 

堀
川
舟
庵
と
宮
澤
雲
山
」（『
典
籍
』
第
二
十
二
号
、
一
九
五
七
年
一
月
）
な
ら
び

に
内
田
賢
治
「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
一
）」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
〇
九

年
九
月
）
を
参
考
に
私
に
読
み
下
し
た
。
以
下
、
引
用
し
た
漢
文
は
原
則
と
し
て
原
文

に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
て
訓
読
し
た
が
、
適
宜
私
に
改
め
た
。

（
8
）　

安
西
安
周
「
医
人
と
文
人 

堀
川
舟
庵
と
宮
澤
雲
山
」（『
典
籍
』
第
二
十
二
号
、
一

九
五
七
年
一
月
）。

（
9
）　

注（
1
）に
同
じ
。

（
10
）　
『
細
庵
百
絶
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
ナ
８
︲
３
３
６
を
参
照
）
は
文
化
七
年
に

刊
行
さ
れ
た
と
思
し
い
が
、
後
に
市
河
寛
斎
の
『
寛
斎
百
絶
』、
大
窪
詩
仏
の
『
詩
聖

堂
百
絶
』
と
と
も
に
合
刻
さ
れ
三
巻
一
冊
に
し
て
『
三
大
家
百
絶
』
と
い
う
題
で
文
政

八
年
（
一
八
二
五
）
に
文
會
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本

８
７
︲
１
９
９
を
参
照
）。
文
政
年
間
に
な
る
と
、
江
湖
詩
社
の
盟
主
市
河
寛
斎
と
、

当
代
随
一
の
流
行
詩
人
で
あ
っ
た
大
窪
詩
仏
と
並
ん
で
「
三
大
家
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど

に
雲
山
の
詩
名
が
揚
が
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
11
）　

注（
1
）に
同
じ
。

（
12
）　

五
山
も
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
二
（
文
化
五
年
刊
）
で
こ
の
議
論
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。「
詩
は
窮
し
て
後
に
工
な
り
。
亦
た
即
ち
孟
子
の
所
謂
、
先
づ
其
の
心
志
を
苦

ま
し
む
る
者
な
り
。
我
輩
、
平
生
力
を
窮
の
一
字
に
得
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
世
間
紈

袴
子
の
詩
を
作
る
や
、
広
く
諸
集
を
購あ

が
なひ
、
備
は
ら
ざ
る
こ
と
有
る
無
し
。
曽す

な
はち
半
年

な
ら
ず
し
て
、
之
を
高
閣
に
束
ぬ
。
通
習
皆
な
然
り
。
近
日
此
の
窠
を
脱
す
る
者
は
、

特ひ
と

り
島
梅
外
一
人
の
み
。
始
終
変
ぜ
ず
、
詩
も
亦
た
益
ま
す
工
な
り
。
然
れ
ど
も
、
島

の
初
作
は
都
て
甚
だ
し
く
は
佳
な
ら
ず
。
一
旦
落
魄
し
て
奥
中
に
客
遊
す
。
都
に
帰
り

て
の
後
、
方
に
始
め
て
凡
な
ら
ず
。
益
ま
す
古
人
の
言
果
た
し
て
我
を
欺
か
ざ
る
を
信

ず
」
と
、
江
湖
詩
社
の
四
才
子
の
一
人
、
小
島
梅
外
を
「
一
旦
落
魄
し
て
奥
中
に
客
遊
」

す
る
と
い
う
「
窮
」
に
よ
っ
て
詩
が
「
益
ま
す
工
」
に
な
っ
た
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
13
）　

欧
陽
脩
「
集
古
録
目
序
」（『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
巻
十
一
に
も
収
録
）
の
冒
頭
の
一

文
を
指
す
。

（
14
）　

太
田
亨
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
杜
詩
受
容
│
中
期
に
お
け
る
杜
甫
の
困
窮
像
に

つ
い
て
│
」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
15
）　

井
上
一
之
「
佐
羽
淡
齋
と
文
学
│
「
詩
窮
説
」
を
中
心
に
」（『
斯
文
』
第
百
三
十
二

号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。
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（
16
）　

揖
斐
高
『
江
戸
の
詩
壇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』「
第
九
章 

批
判
と
諧
謔
」（
角
川
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
17
）　

柏
木
如
亭
も
『
詩
本
草
』（
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
自
序
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

刊
）
に
お
い
て
「
詩
の
法
に
依
ら
ざ
る
は
享
保
以
来
の
恒
例
に
し
て
、
深
く
近
人
を
怪

し
む
に
足
ら
ず
。
吾
且
く
贈
る
に
一
片
婆
心
の
言
を
以
て
す
。
自
今
自
後
、
門
を
杜
ぎ

香
を
焚
き
、
唐
宋
名
家
の
諸
作
を
取
り
て
平
心
に
熟
読
せ
ば
、
則
ち
悟
入
日
を
計
へ
て

待
つ
可
し
」
と
、
精
読
、
熟
読
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

（
18
）　
『
毛
詩
故
訓
伝
』
大
序
に
「
詩
と
は
、
志
の
之
く
所
な
り
。
心
あ
り
て
志
を
為
す
、

言
発
し
て
詩
と
為
る
。
情
は
中
に
動
き
て
言
に
形

か
た
ち
あ
らは
る
」
と
見
え
る
。

（
19
）　

こ
の
詩
は
『
三
雲
集
』（
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
序
）
に
も
「
大
沼
枕
山
房
山
集

題
詞
二
首
」
其
の
二
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）　

内
田
賢
治
「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
二
）」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
一
〇

年
二
月
）
参
照
。
以
下
、
雲
山
の
事
跡
に
言
及
す
る
際
の
年
次
は
当
論
文
、
な
ら
び
に

同
氏
「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
一
）」（『
太
平
詩
文
』
第
四
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）

に
よ
る
。

（
21
）　

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
高
『
遊
人
の
抒
情　

柏
木
如
亭
』「
第
五
章 

詩

法
転
換
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
22
）　
『
詞
華
集 

日
本
漢
詩 

第
七
巻
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
）、
富
士
川
英
郎
解
題
。

（
23
）　

右
に
同
じ
。

（
24
）　

松
浦
友
久
・
植
木
久
行
編
訳
『
杜
牧
詩
選
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
五
九

頁
。

（
25
）　

斎
田
作
楽
編
『
吉
原
詞
集
成
』（
太
平
書
屋
、
一
九
九
三
年
）
所
収
の
影
印
参
照
。

（
26
）　

注（
1
）に
同
じ
。

（
27
）　

注（
1
）に
同
じ
。
ま
た
、
今
関
氏
は
梁
川
星
巌
も
如
亭
の
「
剃
髪
を
倣
つ
た
と
も
見

ら
れ
る
」（「
梁
川
星
巌
評
伝
（
一
）」『
雅
友
』
第
五
十
八
号
、
一
九
六
二
年
十
一
月
に

初
出
、『
江
戸
詩
人
評
伝
集 

二
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
再
録
）
と
す
る
。
如

亭
に
倣
っ
て
の
星
巌
の
剃
髪
、
ま
た
如
亭
の
死
後
は
髪
を
剃
る
こ
と
を
や
め
、
総
髪
姿

で
一
生
を
過
ご
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
福
島
理
子
氏
、
山
本
和
義
氏
が
「
星
巌
が
剃
髪

し
て
「
詩
禅
」
と
称
し
た
の
は
、（
中
略
）
柏
木
如
亭
の
生
き
ざ
ま
と
そ
の
姿
に
激
し

い
憧
れ
を
抱
い
た
こ
と
も
、
そ
の
一
因
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
れ
ば
こ
そ
、

星
巌
は
如
亭
の
凄
ま
じ
い
死
を
知
り
、
彼
の
遺
稿
を
上
梓
し
、
墓
前
に
涙
し
て
、
こ
の

敬
愛
す
る
詩
人
の
死
を
見
送
っ
た
、
そ
の
直
後
に
髪
を
剃
る
こ
と
を
や
め
る
の
で
あ

る
」（『
梁
川
星
巌
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
三
十
八
頁
）
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

星
巌
の
剃
髪
の
経
緯
と
、
そ
れ
が
明
治
の
漢
詩
壇
に
ど
の
よ
う
に
伝
承
、
受
容
さ
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
長
田
和
也
氏
「『
近
世
佳
人
伝
』「
花
扇
伝
」
の
典
拠
と
梁
川
星
巌
」

（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
28
）　

前
掲
内
田
氏
論
文
「
宮
澤
雲
山
詩
稿
『
雲
山
居
詩
抄
』
に
つ
い
て
」
に
、
書
誌
や
刊

本
と
の
異
同
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
雲
山
居
詩
抄
』
の
画
像

は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
公
開
さ
れ
て

お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
。

（
29
）　

内
田
氏
は
前
掲
論
文
「
晩
年
の
宮
澤
雲
山
（
一
）」
に
お
い
て
こ
の
詩
を
引
き
、
承

句
を
「
薙
珠
断
髪
野
僧
如
」
と
読
み
、「
珠
を
薙そ

り
髪
を
断
ち
て
野
僧
の
如
し
」
と
訓

じ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
は
「
珠
を
薙
り
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
と
考
え
る
。
転
句

で
「
鬅
鬙
」（
頭
髪
の
乱
れ
た
様
）
や
「
霜
」（
白
髪
）
と
い
う
自
身
の
頭
髪
を
、
承
句

で
は
「
珠
」
と
美
し
い
も
の
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ぼ
さ
ぼ
さ
の
白
髪
を
す
っ
か
り
剃
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
梳
る
面
倒
か
ら
も
解
放
さ
れ

清
々
し
た
、
と
い
う
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
詩
で
あ
る
の
に
、
自
身
の
頭
髪
を
「
珠
」

と
表
現
し
て
惜
別
の
念
を
表
出
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、「
薙
珠
」
は
今

の
と
こ
ろ
他
に
用
例
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
薙
髪
し
た
こ
と
を
詠
じ
る
の
に
「
断
髪
」

と
い
う
の
も
や
や
不
自
然
で
あ
り
、
雲
山
が
踏
ま
え
た
如
亭
の
詩
に
は
「
頭
髪
除
來
」

と
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
た
稿
本
の
字
形
か
ら
判
断
し
て
「
薙
除
頭
髪
」

に
改
め
、「
頭
髪
を
薙
り
除
き
て
」
と
訓
じ
た
。

（
30
）　

揖
斐
高
「
柏
木
如
亭
年
譜
考
証
」（『
柏
木
如
亭
集
』
三
樹
書
房
、
一
九
八
一
年
六
月
）

は
、
こ
の
雲
山
の
詩
を
引
い
て
「（
雲
山
は
）
生
前
の
如
亭
と
も
面
識
は
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
揖
斐
氏
は
、
如
亭
の
没
後
に
星
巌
が
如
亭
の
墓
や
旧
寓

を
過
り
、
た
び
た
び
如
亭
を
偲
ん
で
作
っ
た
詩
を
引
い
て
い
る
。
京
都
を
訪
れ
た
際
に
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如
亭
の
墓
の
苔
を
払
う
こ
と
は
、
星
巌
以
降
の
文
人
た
ち
に
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と

思
し
く
、
遠
山
雲
如
や
植
村
蘆
洲
に
も
如
亭
墓
参
の
詩
が
あ
る
。
植
村
蘆
洲
の
如
亭
墓

参
詩
に
つ
い
て
は
池
澤
一
郎
「
漢
詩
を
読
む
楽
し
み
︲
『
枕
山
詩
鈔 

七
言
絶
句
』
に

即
し
て
︲
」（『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
に
詳

し
い
。


